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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 62,492 19.5 441 △42.3 726 △26.7 △479 ―

2021年3月期第3四半期 52,295 △10.7 764 △48.5 990 △39.1 △258 ―

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　1,331百万円 （―％） 2021年3月期第3四半期　　△451百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 △5.84 ―

2021年3月期第3四半期 △3.14 ―

（注）潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 98,749 48,682 49.0

2021年3月期 91,064 48,143 52.6

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 48,392百万円 2021年3月期 47,886百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 3.00 ― 5.00 8.00

2022年3月期 ― 5.00 ―

2022年3月期（予想） 5.00 10.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 88,000 19.1 2,200 11.7 2,350 △1.4 1,100 102.7 13.39

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料8ページ　「２.　四半期連結財務諸表及び主な注記　（３） 四半期連結財務諸表に関する注記事項　（会計方針の変更）」をご覧くだ

さい。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 82,771,473 株 2021年3月期 82,771,473 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 632,771 株 2021年3月期 646,556 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 82,139,182 株 2021年3月期3Q 82,121,296 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、新型コロナウイルス感染症への対策が進み、概ね回復基調で推

移いたしました。しかし足元では変異株の拡大やサプライチェーンの混乱などにより再び不透明感も出てきていま

す。当社グループに関わるエレクトロニクス市場では、産業機械や家電の旺盛な需要が続く一方、半導体不足や新

型コロナウイルス感染症の再拡大により、自動車関連では一時的な減産が生じました。また、電子機器の製造で使

用される銅や鉄などの価格は落ち着きを見せはじめたものの、接合材の原材料となる錫の価格は高騰が続き、事業

運営には難しい局面が続きました。

こうした状況のもと、当社グループでは新型コロナウイルス感染防止対策を徹底しながら、中期経営計画で掲げ

る「車載」・「パワーエレクトロニクス」・「ＩｏＴ・次世代通信」という３つのターゲット市場に向けた開発・

生産・販売活動を推進いたしました。しかしながら、原材料価格高騰の影響は当社の主力事業である電子部品関連

事業と電子化学実装関連事業の両方に及び、売上の拡大に対して、収益面では厳しい状況となりました。

その結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高624億9千2百万円（前年同四半期比

19.5％増）、営業利益4億4千1百万円 （同42.3％減）、経常利益7億2千6百万円（同26.7％減）となりました。ま

た、繰延税金負債の増加により法人税等調整額4億5千4百万円を計上した結果、親会社株主に帰属する四半期純損

失は4億7千9百万円（前年同四半期は2億5千8百万円の四半期純損失）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

なお、売上高はセグメント間の内部売上高を含めており、セグメント利益はセグメント間取引消去及び本社部門

負担の未来開発研究費用控除前の営業利益と調整を行っております。

① 電子部品関連事業

電子部品関連事業は、電動工具向けチャージャ、エアコン向けリアクタ、産業機械向けトランス・リアクタな

どの売上が堅調に推移いたしました。一方、車載用リアクタは、顧客における半導体不足や新型コロナウイルス

感染症の再拡大による減産の影響が一時的に生じました。また、自動販売機向けＬＥＤ製品は、顧客の設備投資

抑制の影響で、期待した売上高を確保できませんでした。利益面については、銅・鉄などの原材料高騰のペース

が緩やかになったため、相場連動による価格改定の効果が追い付いてまいりました。

その結果、売上高は415億2千7百万円（前年同四半期比21.5％増）、セグメント利益は1億円（前年同四半期は3

千万円のセグメント損失）と、増収及び黒字転換となりました。

② 電子化学実装関連事業

電子化学事業は、エレクトロニクス市場の生産活動の回復により、ソルダーペースト・ソルダーレジストの売

上が堅調に推移いたしました。一方で、ソルダーペーストの主要な原材料である錫の価格の高騰が続いており、

顧客へ相場連動による価格改定制度の導入や個別価格改定交渉を進めておりますが、価格是正が追い付かず利益

率の回復が遅れております。実装装置事業は、主要顧客である日系車載メーカー向けを中心に回復基調で推移し

ておりますが、一部の顧客では新型コロナウイルス感染症の再拡大により納期が先送りになるなどの影響が生じ

ております。

その結果、売上高は198億6百万円（前年同四半期比19.7％増）、セグメント利益は12億6千7百万円（同19.8％

減）と、増収減益となりました。

③ 情報機器関連事業

情報機器関連事業は、主力製品である放送機器について、ネットワーク化をはじめとする将来の技術変化を見

据えた新製品の開発費用発生が先行しており、当第３四半期も依然厳しい収益状況となりました。また、半導体

をはじめとする部材の調達に困難が生じており、第４四半期に納入を予定している新製品の生産においても予断

を許さない状況となっております。

その結果、売上高は12億5千4百万円（前年同四半期比22.2％減）、セグメント損失は6億1千4百万円（前年同四

半期は3億4百万円のセグメント損失）と、減収及び赤字拡大となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ76億8千4百万円増加し、987億4千9百万円と

なりました。流動資産は57億4千6百万円、固定資産は19億3千7百万円増加しております。これは主に、流動資産は

棚卸資産の増加、固定資産は中国における工場新設や移転に伴う投資を中心とした有形固定資産の増加によりま

す。

当第３四半期連結会計期間末の負債の合計は、前連結会計年度末に比べ71億4千4百万円増加し、500億6千6百万

円となりました。これは主に、借入金の増加によります。

有利子負債合計（短期借入金・１年内返済予定の長期借入金・短期リース債務・長期借入金及び長期リース債務

の合計額）は55億2千5百万円増加し、280億4千5百万円となりました。

当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ5億3千9百万円増加し、486億8千2百万円とな

りました。これは主に、配当金支払いなどにより利益剰余金が12億9千8百万円減少した一方、為替換算調整勘定が

17億3千4百万円増加したことによります。この結果、自己資本比率は49.0％となりました。

（自己資本比率は、純資産より新株予約権・非支配株主持分を控除して計算した比率を用いております。）

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2021年11月５日公表した業績予想の修正は、2021年５月11日に公表した業績予想と同様に、新型コロナウイルス

感染症の影響は2021年３月期の後半と同等の水準で年間を通じて継続するものと仮定して作成しております。すな

わち、感染拡大に対する規制と緩和を繰り返される状況に対して、感染拡大防止対策と事業活動を両立させて継続

していくという前提です。

また、当社の業績に対する変動要因として、銅・鉄・錫などの原材料価格の変動、米中など各国の保護主義的政

策の動向、半導体をはじめとする部材の供給不足による顧客の需要の変化などが想定されます。電子部品関連事

業・電子化学実装関連事業の業績予想には、原材料価格の変動による影響を一定の変動要因として織り込んでおり

ます。一方、情報機器関連事業における半導体をはじめとする部材の調達について現時点で見通せない部分があ

り、第４四半期納入を予定している新製品の生産や開発進行に関しても予断を許さない状況となっております。

こうした事象の今後の動向によっては業績予想の前提が変化する可能性があります。業績見通しについて修正の

必要が生じた場合は、すみやかに開示いたします。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 17,598 13,243

受取手形及び売掛金 19,084 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 21,122

商品及び製品 5,703 9,206

仕掛品 1,983 2,163

原材料及び貯蔵品 6,546 9,740

その他 2,508 3,671

貸倒引当金 △88 △65

流動資産合計 53,336 59,083

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 21,913 23,666

減価償却累計額 △10,236 △11,074

建物及び構築物（純額） 11,676 12,591

機械装置及び運搬具 16,961 17,837

減価償却累計額 △12,798 △13,535

機械装置及び運搬具（純額） 4,162 4,302

工具、器具及び備品 9,394 9,383

減価償却累計額 △7,952 △8,057

工具、器具及び備品（純額） 1,442 1,326

土地 5,121 5,124

リース資産 3,930 4,520

減価償却累計額 △1,232 △1,536

リース資産（純額） 2,698 2,983

建設仮勘定 2,132 2,292

有形固定資産合計 27,234 28,620

無形固定資産

のれん 287 262

リース資産 388 380

その他 729 713

無形固定資産合計 1,406 1,356

投資その他の資産

投資有価証券 4,137 4,458

退職給付に係る資産 4,122 4,245

繰延税金資産 293 311

その他 588 720

貸倒引当金 △55 △46

投資その他の資産合計 9,087 9,688

固定資産合計 37,727 39,665

資産合計 91,064 98,749

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 11,923 12,641

短期借入金 5,879 10,534

１年内返済予定の長期借入金 3,903 477

リース債務 708 693

未払法人税等 455 272

賞与引当金 941 499

役員賞与引当金 48 39

その他 3,017 4,076

流動負債合計 26,878 29,235

固定負債

長期借入金 9,804 14,238

リース債務 2,224 2,100

繰延税金負債 1,109 1,598

退職給付に係る負債 2,454 2,510

その他 451 382

固定負債合計 16,043 20,830

負債合計 42,921 50,066

純資産の部

株主資本

資本金 11,829 11,829

資本剰余金 17,019 17,019

利益剰余金 19,006 17,708

自己株式 △243 △238

株主資本合計 47,611 46,318

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 11 111

繰延ヘッジ損益 △1 －

為替換算調整勘定 △595 1,138

退職給付に係る調整累計額 860 824

その他の包括利益累計額合計 275 2,074

新株予約権 162 184

非支配株主持分 94 105

純資産合計 48,143 48,682

負債純資産合計 91,064 98,749
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 52,295 62,492

売上原価 37,157 46,647

売上総利益 15,137 15,844

販売費及び一般管理費 14,373 15,403

営業利益 764 441

営業外収益

受取利息 45 49

受取配当金 52 58

持分法による投資利益 89 164

補助金収入 290 78

その他 229 319

営業外収益合計 707 669

営業外費用

支払利息 252 281

為替差損 185 60

その他 43 42

営業外費用合計 481 384

経常利益 990 726

特別利益

固定資産売却益 2 2

投資有価証券売却益 6 2

特別利益合計 9 5

特別損失

固定資産除売却損 115 21

投資有価証券売却損 0 0

投資有価証券評価損 103 －

特別退職金 373 －

関係会社整理損 － 74

関係会社株式評価損 1 33

特別損失合計 593 128

税金等調整前四半期純利益 406 602

法人税、住民税及び事業税 573 613

法人税等調整額 83 454

法人税等合計 656 1,067

四半期純損失（△） △250 △465

非支配株主に帰属する四半期純利益 8 14

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △258 △479

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純損失（△） △250 △465

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 194 100

繰延ヘッジ損益 △1 1

為替換算調整勘定 △530 1,566

退職給付に係る調整額 153 △36

持分法適用会社に対する持分相当額 △18 165

その他の包括利益合計 △201 1,796

四半期包括利益 △451 1,331

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △448 1,319

非支配株主に係る四半期包括利益 △3 11

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

これにより、有償受給取引について、加工代相当額のみを純額で収益として認識する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連結

会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認識会

計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどす

べての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第86項また

書き(1)に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約変更について、すべての

契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１四半期連結会計期間の期首の

利益剰余金に加減しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は1,875百万円減少し、売上原価は1,852百万円減少し、販売費及び

一般管理費は23百万円減少し、営業利益は0百万円減少しておりますが、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に

与える影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高は2百万円増加しております。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示すること

といたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新

たな表示方法により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新た

な会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありませ

ん。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

当第３四半期連結累計期間において、新たな追加情報の発生及び前連結会計年度の有価証券報告書に記載した情報

等についての重要な変更はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額（注）

１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２

電子部品
関連事業

電子化学実
装関連事業

情報機器
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 34,183 16,532 1,579 52,295 － 52,295

セグメント間の内部
売上高又は振替高 1 16 32 50 △50 －

計 34,185 16,548 1,611 52,346 △50 52,295

セグメント利益又は損

失（△）
△30 1,580 △304 1,245 △481 764

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額（注）

１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２

電子部品
関連事業

電子化学実
装関連事業

情報機器
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 41,524 19,756 1,211 62,492 － 62,492

セグメント間の内部
売上高又は振替高 3 50 42 96 △96 －

計 41,527 19,806 1,254 62,588 △96 62,492

セグメント利益又は損

失（△）
100 1,267 △614 753 △312 441

（セグメント情報）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(注）１．セグメント利益又は損失の調整額△481百万円には、セグメント間取引消去△28百万円及び各報告セグメント

に配賦していない本社部門負担の未来開発研究費用△452百万円が含まれております。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(注）１．セグメント利益又は損失の調整額△312百万円には、セグメント間取引消去23百万円及び各報告セグメントに

配賦していない本社部門負担の未来開発研究費用△335百万円が含まれております。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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